
全体講評 

 

中村ノブアキ 

本大会に専門審査員という立場で参加させていただくこと、3 回目である。毎年のことなが

ら、参加している高校生たちの“演劇への情熱”、“大会に掛ける意気込み”を感じることがで

き、今回も大いに感銘を受けた。改めて、この大会に参加されていた高校生の皆さんや顧問

の先生をはじめ、すべての関係各位に心から敬意を表したいと思う。大袈裟でもなんでもなく、

「演劇の未来は明るい！」、そう信じるに足る大会だった。 

さて今回も審査をするにあたり、大いに悩んだ。では、私は何を評価し、順位付けを行った

のか。私にとって上位の作品とはどういう共通点があるのか。この場をお借りし、私なりの考え

を記しておこうと思う。多少なりとも今後の活動の参考になればと思い。 

視点１「わかりやすい」こと 

単純明快という意味ではない。シンプルという意味でもない。もちろん複雑さがダメということ

でもない。大事なことは作品を通しての「メッセージ性」である。メッセージはわかりやすければ

わかりやすいほど、伝えるチカラは強くなるし、ましてや 1時間という限られた時間内での上演

であればなおさらである。 

視点２「すきがない」こと 

幕が開いてから下りるまで隙がない作品を評価したつもりである。美術や音響、照明などの

スタッフワークも含めてである。隙がない＝台詞の「間」をなくす、ではない。もちろんテンポが

いいことは必要条件ではあるが、十分条件ではない。言わずもがな、「間」が作品の隙をなくす

こともあるから。もっと言えば、隙をなくすために詰め込みすぎの、過剰な演出は逆効果だと感

じることもある。大音量で激しい音楽が流れ続けると飽きるように、たまにはバラードを挟むこと

が１時間、飽きさせないための隙のない構成なのだ。 

視点３「らしい」こと 

文章で説明することがとても難しいが、特に重視した点だった。たとえ既成台本であっても

自分たち「らしさ」をどう表現するのか挑戦している作品に高い点数を付けたつもりである。オリ

ジナリティと言い換えてもいいかもしれない。演劇の可能性は無限大である。だからこそ自分た

ちにしかできない（と思える）表現を追求した作品を評価した。 



以上、私なりの３つの視点である。繰り返すが、私個人の評価ポイントであるため、３点を満

たしていても授賞に至らない作品はあった。とはいえ、今後の創作活動に多少なりとも参考に

なるのではないかとも思い、記した次第。ぜひこれからもいい作品をつくってほしいと切に願

う。もちろんたとえ高校を卒業したとしても。 

 

太田 宏 

専門審査員として初めて大会に参加させていただきました。参加した各校それぞれにしっ

かりと特色があり、そのレベルの高い上演に驚きの連続でした。参加している皆さんの意欲と

その熱量に、ワクワクし続けた３日間でした。大会が終わった後も、時々シーンを思い出して胸

がジーンとしています。舞台上には、一緒に芝居をしてみたいと思わせてもらえる「いい俳優」

が大勢いて、とても楽しい時間でした。大会運営の皆様、参加された皆様、そして観劇された

皆様、本当にありがとうございました。 

 舞台上にいるというのは、それだけで大変な緊張を強いられます。その上、そこで言葉を

発するというのは、極度の緊張を強いてきます。とても非日常的な行為です。当たり前のように

俳優に求められるその行為は、実はとても大変なことです。一方で、言語は日常的なツールと

して、ほぼすべての人が使う、とても身近なツールです。ですから、舞台上でセリフを喋ったこ

とがない人でもセリフの言い方が上手いとか下手だとか、自分なりの評価ができるのです。舞

台上の俳優はこうした存在と、意識的にせめぎ合わなければならない大変な職能です。 

 俳優には訓練が必要です。身体的な訓練や精神的な鍛錬も必要になってくるでしょう。芝

居の経験を積み重ねていくと、より多くの知識も必要になってきます。さらに、私が俳優をやっ

ていて近年特に感じるようになったのは、俳優にとって大切なツールの一つである言語につい

ても俳優は専門的になった方がよいのではということです。日本語で書かれたセリフを喋る時、

その言語の特徴をどこまで知っているでしょうか？自分がセリフを喋る時に自分は何をやろうと

しているのでしょうか？普段は何に気をつけて喋ろうとしているのでしょうか？英語やフランス

語と違い、日本語では主語の省略がよく行われます。なぜでしょうか？彼らと違い、私たちは

単語だけで会話を続けられます。なぜでしょうか？私たちはオノマトペをよく使います。そもそ

も日本語にはオノマトペがたくさんあります。なぜでしょうか？言語に疑問を持ちすぎると逆に

喋れなくなってしまいますが、でもほんの少しだけ疑問を持ってセリフにあたってみると、セリフ

の豊かさが今までと少し変わってくるかもしれません。 

演技に正解はありません。セリフの喋り方も同じです。自然に喋ること、リラックスして喋るこ

と、しっかり発音して喋ること、滑舌よく喋ること、緊張感を持って喋ること、すべてが正解です。



大切なことは、どの手法がもっとも有効かということです。喋ることの専門家でもある俳優はいろ

んな喋り方ができる方が、より有益です。芝居、シーン、セリフにあわせて発語を意識的に使い

分けられるとよいのかもしれません。 

言葉を発語することには目的があります。それを相手に届けることです。日常生活では、ひ

とりごとを言っていると思われた瞬間、相手は共有しようとすることをやめ、言語はツールとして

の役割をほぼ終えてしまいます。観客は舞台を観ても同じことを感じるはずです。とすれば、発

語には正解があるのです。その目的を果たすことが正解です。だから、セリフは「誰に言ってい

るのか」がとても大切です。無意識に行なっている発語を、より意識化して明確にする。そうす

るとセリフを喋るのが具体的になり、きっともっと楽しくなってきます。  

演劇は総合芸術と言われます。色々な分野の専門家が集まって、ひとつの作品を作り上げ

ていきます。俳優ももちろん専門家であり技術者として参加しています。自分の専門は何でし

ょうか？俳優にとって当たり前だとされていることも改めて、何だろう？と考えてみることはとても

大切で、楽しいことのはずです。 

 今大会では「当たり前」を見直す作品の上演がありました。まさにその通りです。そうするこ

とで、変わらない日常は素敵な日常へと変わっていきます。 

 皆さんの上演と演技をみて、俳優と演技について改めて言葉にしてみたくなりました。考え

るとてもいい機会になりました。本当にありがとうございました。 

 

根来 美咲 

はじめての中部大会審査員としての３日間を終えました。13 校それぞれの「心が動く瞬間」

をたくさん感じることができました。生の舞台の醍醐味は、登場人物の心が動いた瞬間、そして

場の空気が変わった瞬間を肌で感じることが出来ることだと思っています。これは演者・スタッ

フ・観客のすべてに共通することで、こればかりは画面越しでは味わえない感覚です。私自

身、この感覚が忘れられないことが、ずっと舞台に関わる仕事を続けている一つの要素でもあ

ります。舞台美術を中心としたスタッフワークについての総評ですが、どの学校も「ものづくりの

楽しさ」をよく知っているな、という印象です。舞台美術だけでなく小道具含め、材料・素材を工

夫して使い、立体的にものを作るという感覚をちゃんと持っている、ということが感じられまし

た。 

舞台美術・小道具を作る上で大事なことの一つは、「壊れないものを作る」ことだと思ってい

ます。これ、すごく当たり前のことに思えますが、実はすごく難しいことなんです。高校演劇は



決められた時間内に何度も搬入搬出と仕込みバラシを繰り返すため、舞台美術も何度も同じ

ことを再現できるような丈夫さが必要です。身につけたり芝居中で扱う小道具に関してはその

大変さは尚更です。舞台は生物（なまもの）なので色々なことが起こるものですが、どんなにい

い空気の中で芝居をしていても何か壊れたり取れたりしてしまうと、その瞬間に観客も役者も

「あっ」と思ってしまい、その場のいい流れを止めてしまうことになります。身につけるものは俳

優の体にちゃんとフィットしていて途中で落ちてきたりしないか、小道具は芝居によっては激し

い動きにも耐えられるように軽く持ちやすい工夫を。それは効果的に観客に見えているか、芝

居の動きを妨げるものにはなっていないか。。。稽古中に何度も何度も小さなトライアンドエラ

ーを積み重ねてできているものです。 

また同様に「何事もなく本番を進める」ことも当たり前のようでとても大事なことです。SE や音

楽の音量やタイミング、照明の変化のスピードや色、照明がうまく当たっていなくて暗いなど、

観ている人に「ん？」という違和感を与えない、集中して芝居の世界にのめり込んで観れるよう

に整えること。それもまたスタッフワークによる大きな功績です。 

今大会ではそんな、稽古からの積み重ねを感じる素晴らしいスタッフワークをたくさん見るこ

とができて胸が熱くなりました。 

私は舞台美術というスタッフポジションを自分で選んで誇りを持って仕事をしています。どう

しても舞台に立ってたくさんセリフを喋る役者が目立つものですが、ぜひ「何事もなく本番を進

めている」スタッフのみなさんにあらためて大きな感謝の拍手を送ってください。そしてスタッフ

の皆さんも自分の役割に自信を持ってください。 

そこには目には見えないたくさんのアイディアや小さな工夫、そして努力の積み重ねの日々

があることを、是非みんなで感じてください。 


